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1. まえがき 

近年，姿勢推定技術は多くの分野で活用

されている．特に 3 次元姿勢推定は，見か

けの姿勢でなく実形状を把握できる点で

優れているが，推定精度が十分でない．動

作映像に対する姿勢推定においては，連続

する映像フレームで骨格長が一定となら

ない問題がある． 

本稿では，骨格の絶対長がフレーム間で

一定であることと，人間の骨格の左右対称

性を考慮することで，3 次元姿勢推定法の

精度向上を図る． 

2. 関連研究 

本稿では，姿勢推定手法として

AlphaPose[1]を用いる．AlphaPose は画像

や動画内の人物の姿勢を推定するモデル

の一つである．17 種類の骨格座標データ，

推定結果に対する信頼スコアを取得でき

る． 

3. 提案手法 

AlphaPose による姿勢推定を用いて，人

間が直立し，カメラアングルを水平にした

状態の画像から各キーポイントの座標を

取得する．この時，3 次元姿勢推定ではな

く，より精度の高い 2 次元姿勢推定を用い

る．また，骨格の絶対長𝐿は以下の式(1)で

求められる．ここで，キーポイント

𝐴(𝑥1, 𝑦1)，𝐵(𝑥2, 𝑦2)としている．また，人

間の骨格の左右対称性より左右片方の絶

対長が計算できない場合，もう片方の絶対

長を用いる． 

𝐿 = √(𝑥1 + 𝑥2)
2 + (𝑦1 + 𝑦2)

2 (1) 

骨格の絶対長がフレーム間で一定である

ため，各フレームのキーポイント

𝐴(𝑥1
′ , 𝑦1

′)，𝐵(𝑥2
′ , 𝑦2

′)として，𝑧座標を以下

の式(2)で得る．骨盤から順に座標変換を

行う．3 次元姿勢において，奥行き（𝑧座

標）の推定が困難なタスクである．そのた

め，𝑧座標を修正することで，骨格の絶対

長を合わせている．前後どちらに修正する

かについては，3 次元姿勢推定で得られる

𝑧座標を用いる．また，Neck と Nose のよ

うにフレーム間で距離が変化するキーポ

イント間の長さについては絶対長がない

ため，座標変換は絶対長を得られるキーポ

イント間のみ行う． 

𝑧 = √(𝑥1 − 𝑥2)
2 + (𝑦1 − 𝑦2)

2

−√(𝑥1
′ − 𝑥2

′ )2 + (𝑦1
′ − 𝑦2

′)2 (2)
 

4. 実験 

4.1 データセット 

本稿では CMU Panoptic[2]データセッ

トを用いる．CMU Panoptic は複数台のカ

メラが取り付けられた球状の装置内で作
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成された社会活動に従事する人々の 3D

ポーズデータセットである． 

4.2 結果 

直立した人間の右横からカメラアング

ルを水平にして撮影した画像に対して

AlphaPose による 2 次元姿勢推定を行う．

推定結果から各キーポイント間の絶対長

を計算する．対象人物の左側の絶対長は対

応する右側の絶対長を与える．得られた各

骨格の絶対長を用いて，映像に対して 3 次

元姿勢推定を行った結果に対し座標変換

を行う．得られた結果を図 1 に示す． 

 
図 1 左：AlphaPose の結果 右：提案手法の結果 

4.3 評価実験 

AlphaPose による姿勢推定結果と提案

手法による姿勢推定結果に対し，Mean 

Per Joint Position Error (MPJPE)を求め

る．MPJPE は各キーポイントの推定座標

と正解座標の距離を平均することで求め

られる評価指標である．表 1 に求めた

MPJPE を示す．表 1 より，Knee 以外の

座標変換を行ったキーポイントにおい

て，MPJPE の値が低下していることがわ

かる． 

5. 今後の課題 

今後の課題として，さらなる精度向上

と，人間が直立しカメラアングルを水平

にした状態の画像が必要であるという制

限の緩和がある．後者に関しては，骨格

の絶対長の取得方法を変えることで実現

できる．映像の姿勢推定において，最も

表 1 各キーポイントにおける MPJPE 

キーポイント間の距離が大きいときの値

を絶対長とする方法や，AlphaPose では

各座標の信頼度を取得できるため，信頼

度が最も大きいときのキーポイント間の

距離を絶対長とする方法などが考えられ

る．前者では，外れ値を絶対長に用いる

恐れがある．両者ともに事前に条件をク

リアした画像を用意する必要はなくなる

ため，制限の緩和が見込める． 

6. むすび 

本稿では，骨格の絶対長がフレーム間

で一定であることと，人間の骨格の左右

対称性を考慮し 3 次元姿勢推定の精度を

改善する手法を提案した．評価実験よ

り，提案手法が精度の向上に貢献するこ

とを確認した． 
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キーポイント 
手法 

AlphaPose 提案手法 

Neck 40.6867 40.6867 

Nose 53.5273 53.5273 

Shoulder 43.1464 43.1464 

Elbow 63.3135 60.8876 

Wrist 82.9686 81.0240 

Hip 10.1196 10.1196 

Knee 31.4297 36.3358 

Ankle 65.3099 63.0242 

Whole 45.7860 45.5526 
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